
今後の産地育成を見据えた基盤整備への取組

（熊本県熊本市船津･清田地区）

取組の内容

成 果

○ 船津・清田地区は、うんしゅうみかんや中晩柑類を栽培している地区だが、急傾斜地で小区画な園地が分散し

ており、園内道路の整備も進んでいないため、耕作放棄地の拡大が懸念されている。

○ ＪＡ熊本市柑橘部会では、現在約400名の部会員が、農業者の高齢化や後継者不足により、10年後には半数に

なるという危機感があった。（部会員中、後継者のいない65歳以上が約120名）

○ 当該地区の担い手への農地集積率は62％となっているが、園地が分散し集約されていないことから、農地集

積・集約が急務な課題であり、事業を活用し基盤整備等による園内作業道等の整備を進めていく必要がある。
（注）「船津・清田地区」は、人・農地プランの区分としては実質化されたプランとなっている。

〇 農地集積加速化事業（県単事業）により、担い手へ4.8haを集積（H28～H30年度）。
〇 熊本型樹園地集積モデル事業（県単事業）により、小規模基盤整備のモデル園を設置。
（H29年度：園地集積44a、園内道整備120m）。

○ 農業競争力強化基盤整備事業（畑地帯担い手育成型）により、208.5ｍの農道整備中。（Ｈ30年度～）

地域の状況

○ 農業者から、「次代を担う後継者が安心して就農できる環境づくりが必要」との声があり、
① 平成28年8月から、農地集積加速化事業（県単事業）に取組み、事業推進委員会を立ち上げ、県と農地バンクが連携して地域営農・農地集積
計画の検討を開始。

② 併せて、農業競争力強化基盤整備事業（畑地帯担い手育成型）に取り組むための「畑総事業組合」を平成28年７月に設立。
③ 平成29年6月に、農地集積加速化事業の実施のため、「営農改善組合」を設立、上記計画を策定して農地の利用権設定に係る取り組みを加
速化。

④ 平成30年4月には、県、市、農地バンク、農業委員会、JA等で構成する「農地利用最適化推進チーム」を設立し、担い手への農地集積を協議。
〇 更なる基盤整備の推進と担い手への農地集積推進に向け、「推進委員会」を中心に話し合いを実施。
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